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病
院
事
業
管
理
者
新
任
の
ご
挨
拶

橋
本
市
病
院
事
業
管
理
者  

嶋 

田 

浩 

介

令
和
２
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
一
言
ご

挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
幹
部
職
員

に
お
き
ま
し
て
人
事
異
動
が
ご
ざ
い
ま
し
た

の
で
、
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
27
年
4
月
か
ら
病
院
事
業
管
理
者
と

し
て
、
橋
本
市
民
病
院
を
支
え
ら
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
山
本
勝
廣
病
院

事
業
管
理
者
が
令
和
２
年
３
月
末
日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
、
４
月
か
ら

６
月
末
ま
で
は
、
私
、
嶋
田
が
病
院
事
業
管
理
者
と
病
院
長
を
兼
ね
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
新
病
院
長
に
つ
き
ま
し
て
は
、
国
立
病
院
機
構
和

歌
山
病
院
か
ら
７
月
に
駿
田
直
俊
先
生
を
お
迎
え
し
、新
体
制
の
も
と
、

気
持
ち
を
新
た
に
市
民
の
皆
さ
ま
に
安
心
・
安
全
の
医
療
を
提
供
で
き

る
よ
う
邁
進
し
て
参
り
た
く
思
っ
て
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
年
々
、
厳
し
さ
が
増
す
状
況
に

あ
り
ま
す
。
特
に
、
医
師
の
長
時
間
勤
務
に
つ
い
て
は
、
医
師
の
需
給

や
偏
在
、
医
師
の
養
成
の
あ
り
方
、
地
域
医
療
提
供
体
制
に
お
け
る
機

能
分
化
・
連
携
の
あ
り
方
な
ど
が
そ
の
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
、
国
は

医
師
一
人
当
た
り
の
年
間
の
時
間
外
労
働
時
間
に
上
限
を
設
け
る
な
ど

医
療
機
関
に
対
し
労
働
条
件
の
規
制
を
行
い
、
医
師
の
勤
務
条
件
の
改

善
を
求
め
て
い
ま
す
。
橋
本
市
民
病
院
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
救

急
医
療
体
制
を
確
保
し
な
が
ら
、
安
全
で
安
定
し
た
医
療
を
提
供
し
て

い
く
た
め
、
市
民
病
院
と
し
て
は
医
師
業
務
の
移
管
や
共
同
化
（
タ
ス

ク
シ
フ
ト
・
タ
ス
ク
シ
ェ
ア
）
な
ど
も
検
討
を
し
て
い
ま
す
が
、
医
師

の
働
き
方
改
革
の
実
現
に
は
、
市
民
病
院
を
ご
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ま
方

の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
厳
し

い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
橋
本
市
民
病
院
は
地
域
の
中
核
病
院
と
し

て
役
割
を
果
た
す
た
め
に
、
4
月
か
ら
の
新
体
制
の
も
と
、
全
力
で
市

民
の
皆
さ
ま
に
安
全
で
安
定
し
た
医
療
の
提
供
に
努
め
て
参
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
、
橋
本
市
民
病
院
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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２
０
０
７
年

４
月
に
副
院
長

と
し
て
赴
任

し
、
２
０
０
８

年
４
月
よ
り
病
院
長
、
２
０
１
５
年
４

月
よ
り
病
院
事
業
管
理
者
と
し
て
勤
務

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
振
り
返
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

勤
務
医
不
足
と
救
急
体
制

２
０
０
４
年
11
月
に
橋
本
市
民
病
院

は
新
築
移
転
し
て
３
０
０
床
と
な
り
ま

し
た
が
、
そ
の
年
、
国
が
「
新
医
師
臨

床
研
修
制
度
」
を
開
始
し
、
都
会
へ
行

く
研
修
医
が
増
え
た
こ
と
で
地
方
の
大

学
に
残
ら
ず
勤
務
医
不
足
と
な
り
、
全

国
的
に
病
院
崩
壊
が
問
題
と
な
り
ま
し

た
。
通
常
、
３
０
０
床
の
病
院
で
は
約

60
名
の
医
師
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
赴
任
時
医
師
数
は
39
名
で
し
た
。

当
直
で
き
る
内
科
医
は
８
名
し
か
お
ら

ず
、
毎
日
当
直
で
き
る
状
況
で
な
い
た

め
、
通
院
中
の
患
者
さ
ん
の
救
急
来
院

時
は
対
応
し
、
新
規
の
患
者
さ
ん
を
お

断
り
す
る
と
い
う
救
急
体
制
で
し
た
。

さ
ら
に
、赴
任
３
年
目（
２
０
０
９
年
）

に
は
大
学
か
ら
内
科
医
を
２
名
引
き
上

げ
ら
れ
、
県
が
和
歌
山
医
大
に
協
力
を

求
め
、
３
ケ
月
毎
交
代
で
１
名
ず
つ
医

師
派
遣
の
措
置
を
取
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
県
か
ら
補
助
金
を
い
た
だ

き
、
伊
都
医
師
会
の
先
生
方
に
日
祭
日

の
日
勤
帯
の
当
直
医
と
し
て
ご
協
力
を

仰
ぎ
、
県
の
ド
ク
タ
ー
バ
ン
ク
か
ら
常

勤
医
師
の
派
遣
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
、
大
学
か
ら
の
応
援
医

師
が
増
え
な
い
中
、当
院
独
自
に「
大
リ
ー

ガ
ー
医
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
「
臨
床

研
究
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
制
度
を
作
り
、

内
科
系
医
師
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
同
時
に
、
無
医
地
区
の
富
貴
診

療
所
や
高
野
山
総
合
診
療
所
を
応
援
診

療
す
る
こ
と
で
、
県
か
ら
「
へ
き
地
医
療

拠
点
病
院
」
の
指
定
を
受
け
、
自
治
医

科
大
学
や
地
域
枠
の
卒
業
医
師
の
派
遣

を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

救
急
車
の
受
け
入
れ
件
数
は
、

２
０
０
７
年
の
１
４
６
７
件
か
ら
、

２
０
１
８
年
は
２
４
７
９
件
と
増
え
ま

し
た
。
現
在
、
医
師
が
約
50
名
と
な
り
、

救
急
体
制
も
少
し
充
実
し
て
き
ま
し
た
。

病
院
事
業
管
理
者
退
任
の
ご
挨
拶

橋
本
市
病
院
事
業
管
理
者

山 

本 

勝 

廣

基
幹
型
臨
床
研
修
病
院

在
籍
し
て
い
た
内
科
系
医
師
で
専
門

医
を
取
得
し
、
病
理
医
の
採
用
が
可
能

に
な
る
幸
運
に
も
恵
ま
れ
、
日
本
内
科

学
会
の
教
育
関
連
病
院
の
認
定
を
受
け
、

２
０
１
１
年
に
再
度
、
基
幹
型
臨
床
研

修
病
院
の
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
２
０
１
２
年
か
ら
研
修
を
希
望

す
る
医
師
の
採
用
を
開
始
し
、
２
０
１
５

年
か
ら
「
臨
床
研
究
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

に
応
募
い
た
だ
い
た
医
師
３
名
が
指
導

医
と
な
り
、
教
育
面
で
充
実
し
、
現
在

研
修
医
は
８
名
と
な
り
ま
し
た
。

病
床
の
機
能
分
化
と
病
院
経
営

２
０
１
６
年
か
ら
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
、
２
年
計
画
で
経
営
改

善
と
医
療
の
質
の
向
上
を
目
指
す
病
院

改
革
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
３
０
０
床

の
病
室
を
Ｈ
Ｃ
Ｕ
（
６
床
）、
一
般
急

性
期
病
床
（
２
４
４
床
）、
地
域
包
括

ケ
ア
病
床
（
50
床
）
に
分
化
し
、
救
急

科
を
新
設
し
た
こ
と
で
、
入
院
患
者
や

手
術
患
者
が
増
え
、
入
院
収
益
、
外
来

収
益
と
も
に
増
加
し
ま
し
た
。
並
行
し

て
、
薬
剤
の
後
発
医
薬
品
使
用
率
の
向

上
や
材
料
購
入
費
の
削
減
な
ど
を
行
う

こ
と
で
、
以
前
よ
り
経
営
が
安
定
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
組
織
に
お
け
る
医

療
安
全
と
安
全
文
化
を
醸
成
す
る
た
め

「
医
療
安
全
管
理
室
」を「
感
染
管
理
室
」

と
分
離
し
、
医
療
の
質
の
向
上
を
図
り

ま
し
た
。

橋
本
市
民
病
院
地
域
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

２
０
１
３
年
、
市
民
に
円
滑
に
よ
り

良
い
医
療
を
受
け
て
い
た
だ
く
た
め
、

地
域
の
医
療
機
関
が
医
療
情
報
を
共
有

し
、
役
割
分
担
を
行
い
、
連
携
体
制
の

強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
国
は
２
０
２
５
年

問
題
（
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
人
口
減

少
、
老
々
介
護
や
独
居
が
増
え
る
）
を

提
起
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築

と
充
実
を
目
指
す
政
策
を
推
し
進
め
た

た
め
、
当
院
と
伊
都
医
師
会
の
先
生
方

や
地
域
の
医
療
・
介
護
施
設
の
方
々
と

壁
を
無
く
し
、
連
携
を
密
に
す
る
た
め

の
会
議
と
し
て
、
継
続
的
に
開
催
さ
れ

て
お
り
ま
す
。今

後
の
課
題

大
学
医
局
の
医
師
不
足
は
今
も
続
い

て
お
り
、
当
院
も
常
勤
医
が
居
な
く

な
っ
た
診
療
科
が
あ
り
、
市
民
の
皆
さ

ま
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
、
申
し

訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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脳ドックっていい感じ？
脳ドックの歴史はまだ浅く、1988 年北海道の病院で未破裂脳動脈瘤（破裂していない脳

動脈瘤）検診を目的としてはじまったとされています。脳動脈瘤は破裂すると「くも膜下出

血」を起こし３分の１の人は、その場に倒れて、死亡することがある非常に恐ろしい病気で

す。現在脳ドックでは「MRI」という強力な磁石である筒状の装置を用いて、脳の断面を鮮

明に画像化し、脳の状態や脳や頸部の血管も詳細に見ることが可能となり、脳動脈瘤がないか、

脳梗塞を起こしかねない詰まりそうな血管がないか簡単に調べることができます。ちなみに

脳ドックで未破裂脳動脈瘤が発見される確率は成人で約3%、男性より女性の方が1.6倍多く、

家族がくも膜下出血を起こした人はそうでない人よりも 3.4 倍発見率が高いという報告もあ

ります。脳ドックを受けることによって脳動脈瘤や脳梗塞を起こしそうな血管を早期に発見

し、病気が起こる前に適切な治療を受けることができます。

昨今、介護負担の大きい認知症に関して、脳萎縮の程度は勿論のこと、脳のはたらきをみ

る神経心理検査を行うことで、軽度認知障害 (MCI) という将来、認知症になりやすいかどう

かまで予測できます。このように早期発見により、介護負担の大きい病気を未然に防ぐこと

ができ、自分だけでなく、家族の健康寿命を伸ばすことにもつながります。

脳動脈瘤が発見されたらどうしよう、大丈夫と思っていたのに、脳に病気がみつかったら

と不安に思われる方もおられると思いますが、適切な治療やアドバイスによって家族に負担

をかけず、好きなことを諦めずにできる、豊かな人生をより長く過ごしていくことにつなが

るかもしれません。脳ドックでいい方の未来へ。

脳神経外科　筆頭部長　垣下 浩二

和
歌
山
県
は
人
口
当
た
り
の
医
師
数

は
多
い
県
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
和
歌

山
市
周
辺
に
集
中
し
、
橋
本
医
療
圏
の

勤
務
医
は
全
国
平
均
よ
り
少
な
い
状
況

で
す
。
ま
た
、
２
０
２
４
年
に
「
医
師

の
働
き
方
改
革
」
と
し
て
時
間
外
労
働

の
上
限
が
設
定
さ
れ
ま
す
が
、
医
師
の

長
時
間
労
働
に
支
え
ら
れ
て
き
た
我
が

国
の
医
療
、
特
に
地
域
医
療
に
は
大
き

な
影
響
が
及
ぶ
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

国
や
県
に
は
、「
地
域
医
療
構
想
」

の
検
討
を
進
め
る
過
程
で
、
そ
の
地
域

に
不
可
欠
な
医
療
機
関
や
診
療
科
を
考

慮
し
、
医
師
を
集
中
的
に
配
置
す
る
と

同
時
に
、
医
師
の
勤
務
が
働
き
方
改
革

に
沿
っ
た
も
の
に
な
る
か
に
つ
い
て
議

論
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

在
籍
し
た
13
年
間
は
綱
渡
り
の
連
続

で
し
た
が
、
困
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
誰

か
に
助
け
ら
れ
、
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
。
行
政
、
大
学
、
医
師
会

を
始
め
医
療
・
介
護
の
皆
さ
ま
、
市
民
、

職
員
の
皆
さ
ま
に
、
大
変
お
世
話
に
な

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

４
月
か
ら
も
引
き
続
き
週
２
回
の
循

環
器
内
科
外
来
を
担
当
い
た
し
ま
す
。

今
後
と
も
、
新
病
院
事
業
管
理
者
、

新
病
院
長
に
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い

申
し
上
げ
、
退
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

コラム
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アンケートにご協力いただきありがとうございました。
このアンケート結果を真摯に受け止め、院内患者サービス委員会において、改善に向けた検討を重ねて
いきます。

※満足度は各設問の回答項目を数値化（非常に満足：5 点、満足 4 点、どちらともいえない：3 点、
　やや不満：2 点、不満：1 点）した値の平均。

患者満足度調査結果について

入院（配布枚数：300　回収数：90　回収率：30.0％）
満足度 満足率
満足度 設備 接遇 診療 時間 総合 満足率 設備 接遇 診療 時間 総合

平成29年度 4.0 4.4 4.2 3.8 4.4 平成29年度 80.8 93.7 84.9 69.4 85.7
平成30年度 3.9 4.2 4.1 3.6 4.3 平成30年度 82.8 88.9 86.4 67.4 83.3
令和元年度 3.8 4.1 4.1 3.7 4.3 令和元年度 75.6 89.7 84.8 66.0 79.7

外来（配布枚数：600　回収数：351　回収率：58.5％）
満足度 満足率
満足度 設備 接遇 診療 時間 総合 満足率 設備 接遇 診療 時間 総合

平成29年度 3.9 4.0 3.9 3.3 4.2 平成29年度 83.3 86.4 78.0 47.4 81.2
平成30年度 4.0 4.1 4.0 3.4 4.3 平成30年度 85.2 87.6 78.9 52.8 82.4
令和元年度 3.9 4.0 3.9 3.2 4.2 令和元年度 81.8 87.1 76.6 45.7 79.3

※満足率は回答のうち、「非常に満足」、「満足」と答えのあった数の割合。

（令和元年１１月実施分）

※満足度は各設問の回答項目を数値化（非常に満足：5点、満足4点、どとらともいえない：3点、やや不満：2点、
不満：1点）した値の平均。

3.0
3.5
4.0
4.5

設備 接遇 診療 時間 総合

入院 満足度の年度比較

平成29年度 平成30年度 令和元年度

40.0
60.0
80.0

100.0

設備 接遇 診療 時間 総合

入院 満足率の年度比較

平成29年度 平成30年度 令和元年度

3.0
3.5
4.0
4.5

設備 接遇 診療 時間 総合

外来 満足度の年度比較

平成29年度 平成30年度 令和元年度

40.0
60.0
80.0

100.0

設備 接遇 診療 時間 総合

外来 満足率の年度比較

平成29年度 平成30年度 令和元年度

入院（配布枚数：300　回収数：90　回収率：30.0％）
満足度 満足率
満足度 設備 接遇 診療 時間 総合 満足率 設備 接遇 診療 時間 総合

平成29年度 4.0 4.4 4.2 3.8 4.4 平成29年度 80.8 93.7 84.9 69.4 85.7
平成30年度 3.9 4.2 4.1 3.6 4.3 平成30年度 82.8 88.9 86.4 67.4 83.3
令和元年度 3.8 4.1 4.1 3.7 4.3 令和元年度 75.6 89.7 84.8 66.0 79.7

外来（配布枚数：600　回収数：351　回収率：58.5％）
満足度 満足率
満足度 設備 接遇 診療 時間 総合 満足率 設備 接遇 診療 時間 総合

平成29年度 3.9 4.0 3.9 3.3 4.2 平成29年度 83.3 86.4 78.0 47.4 81.2
平成30年度 4.0 4.1 4.0 3.4 4.3 平成30年度 85.2 87.6 78.9 52.8 82.4
令和元年度 3.9 4.0 3.9 3.2 4.2 令和元年度 81.8 87.1 76.6 45.7 79.3

※満足率は回答のうち、「非常に満足」、「満足」と答えのあった数の割合。

（令和元年１１月実施分）

※満足度は各設問の回答項目を数値化（非常に満足：5点、満足4点、どとらともいえない：3点、やや不満：2点、
不満：1点）した値の平均。

3.0
3.5
4.0
4.5

設備 接遇 診療 時間 総合

入院 満足度の年度比較

平成29年度 平成30年度 令和元年度

40.0
60.0
80.0

100.0

設備 接遇 診療 時間 総合

入院 満足率の年度比較

平成29年度 平成30年度 令和元年度

3.0
3.5
4.0
4.5

設備 接遇 診療 時間 総合

外来 満足度の年度比較

平成29年度 平成30年度 令和元年度

40.0
60.0
80.0

100.0

設備 接遇 診療 時間 総合

外来 満足率の年度比較

平成29年度 平成30年度 令和元年度

入院（配布枚数：300　回収数：90　回収率：30.0％） 外来（配布枚数：600　回収数：351　回収率：58.5％）
（令和元年 11 月実施分）

令和元年 12 月 7 日に、第 14 回橋本市災害医療フォーラム
を開催しました。

このフォーラムは、大規模な災害が発生した際に、多くの
被災者がよりよい医療を受けられるよう、橋本市が主催、橋
本市民病院が主管で、橋本保健所、医師会、近隣病院、各消
防本部、DMAT、行政等橋本医療圏での様々な機関に参加い
ただいている合同医療訓練です。毎年、前回までの内容を反
省することで、よりよい訓練となってきています。

午前中は、嶋田病院長（現病院事業管理者）によるフォー
ラムの成り立ち、脳神経外科吉村部長による和歌山県 DMAT
の活動についての講演、当院若手医師によるトリアージの勉
強を行いました。

午後からは、市民病院（災害拠点病院）内に当病院、橋本保健所、
DMAT 隊それぞれの本部を置き、災害支援病院の紀和病院、県
立医大紀北分院とも連携し、同時に実地訓練を行いました。

今回も和歌山県立高等看護学院 3 年生の皆様には模擬傷病者を熱演いただきました。
災害時には多くの被災者が想定されます。これに対し、救助者（ヒト）、医療物資（モノ）ともにか

なりの数が不足します。しかも、この場合、救助者も被災者なのです。ですから、通常時と比べ、で
きる医療行為はかなり制限されているでしょう。でも、可能な範囲で傷病者を次々に救出、救命しな
くてはなりません。さらには、日々変化する状況にも柔軟に対処していくことにもなります。そこには、

「何が一番正しいか」なんてないでしょう。それでも、実災害時に発生する被害を最小限にとどめられ
るよう、意義のある訓練を継続していくことが大切と思われます。

外科筆頭部長　坂田　好史（地域災害医療コーディネーター）

橋本市災害医療フォーラム
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咳エチケット にご協力をお願いします！
くしゃみや咳が出ている間はマスクを着用しましょう

使用後のマスクは放置せず、ゴミ箱に捨てましょう。
マスクを着用していても、鼻の部分に隙間があったり、あごの部分が出たりしていると効果がありません。
鼻と口の両方を確実に覆い、正しい方法で着用しましょう。

〈正しいマスクの着脱方法〉

手からドアノブなど周囲のも
のにウイルスを付着させない
ために、インフルエンザに感
染した人もこまめな手洗いを
心がけましょう。

こまめに手洗い口と鼻を覆う 周囲にかからないよう顔を
そらせ、ティッシュなどで
口と鼻を覆う。

周囲の人から
なるべく離れる

くしゃみや咳の飛沫は、1
～ 2 ｍ飛ぶと言われてい
ます。 すぐに捨てる 口と鼻を覆ったティッシュは、

すぐにゴミ箱に捨てましょう。
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病院からのお知らせ

去る１月18日に開催されました本会議は、厚生労働省老健事
業の一貫で委託を受けた全国自治体病院協議会との共催で執り
行われました。和歌山県では唯一当院のみが開催病院となりま
した。

病院医療職を中心に介護職視点からの課題を共有し、介護・
医療・行政職が共同で、課題に対する改善策を検討するという
趣旨のもと、活発な意見交換ができ、有意義な時間を過ごすこ
とが出来ました。

当日は地域の介護職の方々や行政職の方々にも数多くご参加いただき、総勢52名でのワーク
ショップを開催することが出来ました。この場をお借りして改めて感謝申し上げます。

４月１日に橋本市民病院と橋本市訪問看護ステーションを組織統合し、指定訪問看護事業等
が病院事業の附帯事業となりました。市民病院と訪問看護ステーションの連携を推進し、地域
の皆様に多様化する医療・介護ニーズに対応したサービスを提供していくことを目的としてい
ます。今後とも引き続きよろしくお願いします。

訪問看護ステーションと市民病院が組織統合しました

「円滑な退院支援のためのワークショップ」を開催しました

４月から毎週水曜日にリウマチ・膠原病科を開設しました。これまで市外の医療機関に通院
されている患者さんで当院での診療を希望される方は、紹介状をお持ち下さい。

リウマチ・膠原病科を開設しました

外 科 小澤　悟

泌 尿 器 科 上野　駿

歯科口腔外科 森　　恵一

産 婦 人 科 池島　美和

総 合 内 科 長谷　美菜子

総 合 内 科 広川　恵寿輝

代 謝 内 科 山岡　博之

救 急 科 國立　晃成

救 急 科 岡本　潤



橋 本 市 病 院 職 員 の 募 集 ※院内託児所完備
　24時間保育実施

◦職種　ケアワーカー（変則勤務対応者）
◦試験日／採用日　相談に応じます。
◦応募時の提出書類　履歴書（市販の用紙）１通
◦勤務時間	 日勤：８時30分～17時 00分

	 夜勤：16時 30分～翌９時00分
	 ※早出・遅出等も有。シフトによる勤務体制。

◦給与　月給 164,800 円
◦待遇　交通費有、賞与年２回支給、昇給有、各種保険有、
　　　　有給休暇有、車通勤可、制服貸与有

ケアワーカー 【会計年度任用職員】
※介護福祉士は加算あり

薬剤師【正職員】
◦職種　薬剤師（新卒・有資格者）
◦応募資格　上記資格免許を有する人または免許取得
　見込みの人で、平成2年 4月2日以降に生まれた人
◦採用日　（新卒採用者）令和3年 4月1日
　　　　　（有資格者）　相談に応じます。
◦採用試験日　相談に応じます。
◦応募時の提出書類　採用試験申込書1通
（申込用紙は、当院総務課で配布しています。または
当院ホームページからもダウンロードできます。）
新卒者…卒業見込み証明書及び成績証明書
有資格者…資格免許証の写し

◦試験方法　小論文、面接試験、適正検査

保育士【会計年度任用職員】
◦職種	 保育士（夜間専従）
◦試験日／採用日　相談に応じます。
◦応募時の提出書類　履歴書（市販の用紙）１通、
◦勤務時間　16時 30分～翌 8時 00分、
　　　　　　 17時00分～翌8時30分（シフト制、3の倍数日）
◦給与　1回当たり 16,431 円～ 19,600 円

視能訓練士【会計年度任用職員】
◦職種　視能訓練士
◦試験日 /採用日　相談に応じます
◦応募時の提出書類　履歴書（市販の用紙）１通
◦勤務時間　8時 30分～ 17時 00分
◦休日　土、日、祝、年末年始、その他
◦給与　月給 167,700 円～

診療クラーク【会計年度任用職員】
◦職種　診療クラーク（外来アシスタント）
◦試験日 /採用日　相談に応じます
◦応募時の提出書類　履歴書（市販の用紙）１通
◦勤務時間　8時 30分～ 17時 00分
◦休日　土、日、祝、年末年始、その他
◦給与　月給 164,800 円

一般事務員【会計年度任用職員】
◦職種　地域医療連携室事務員
◦試験日 /採用日　相談に応じます
◦応募時の提出書類　履歴書（市販の用紙）１通
◦勤務時間　8時 30分～ 17時 00分
◦休日　土、日、祝、年末年始、その他
◦給与　月給 145,600 円

リハビリ搬送助手【会計年度任用職員】
◦職種　リハビリ搬送助手
◦試験日 /採用日　相談に応じます
◦応募時の提出書類　履歴書（市販の用紙）１通
◦勤務時間　8時 00分～ 16時 30分
◦勤務　週５日勤務　　
◦給与　月給 145,600 円

当院総務課（☎ 0736-34-6123）
詳細は当院ホームページまたはお問い合わせください。

提出先・問い合わせ先

◦職種・採用予定人数　
　【看護師】【助産師】（新卒採用者・有資格者）
◦応募資格　上記資格免許を有する人または免許取得
　見込みの人で、昭和55年 4月 2日以 降に生まれた人
◦採用日　（新卒採用者）令和3年４月１日
	 （有資格者）①令和2年10月１日、又は、
　	 	 ②令和3年 4月1日
	 	 ※入職日の相談に応じます。
◦応募時の提出書類
（１） 採用試験申込書１通（申込書は、当院総務課及び

当院ホームページからもダウンロードできます。
（２） 資格免許証（写）、
（３） 新卒採用者は成績証明証・卒業見込証明書　１通

看 護 師【正 職 員】
助 産 師【正 職 員】

2交代3交代の選択可能

◦試験方法　専門試験（択一式）、面接試験、適性検査
◦試験日・応募期間・場所
【場所】　橋本市民病院
【試験日】

試験実施予定日 応募期間

第1回 令和2年5月23日（土） ～令和2年5月15日（金）まで（必着）

第2回 令和2年6月20日（土） ～令和2年6月12日（金）まで（必着）

第3回 令和2年7月18日（土） ～令和2年7月10日（金）まで（必着）

第4回 令和2年8月22日（土） ～令和2年8月14日（金）まで（必着）

◦その他　※給与などは橋本市病院企業職員の給与の種
類及び基準に関する条例の規定によります。

　　　　　非常勤職員も募集中
　　　　　◦放射線科看護師
　　　　　◦病棟・外来看護師、准看護師
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橋本市民病院 外来診療担当医案内 令和２年４月 現在

月 火 水 木 金 備考 ご　案　内月 火 水 木 金 備考 ご　案　内

一般受付時間
8：30〜11：00
診療時間
9：00〜17：00

休　診　日

面会時間のお知らせ

午後の一般診察

再診は全て予約制です

土曜日・日曜日
国民の祝日
年末年始 
（12/29～1/3）

診察時間（一部のみ）
脳神経外科
　初診診察10時以降開始
心臓血管外科　水曜日
　診察　10：30～
乳腺呼吸器外科　木曜日
　乳腺担当診察　10:00～
眼科　月・金曜日
　診察　9：30 ～
皮膚科　水曜日
　受付　～10:30 まで

平　日  14：00～19：00
土日祝  10：00～19：00
※HCUは別途
上記の時間以外では面会できま
せんのでご了承ください。

病院の理念
⒈医療を介して地域の発展
に尽くす。

⒉こころの通う医療で地域
住民の健康の保持・増進
に尽くす。

⒊中核病院としての機能の
向上に尽くす。

●整形外科手外科外来
　予約制
　診察　13:00～15:00

●小児科　月～金曜日
　受付13：30～16：00
　診察14：00～
※小児科は、心臓外来を除いては
　予約の必要はありません。

●ペースメーカー外来
　第1、3週金曜日
　午後予約

●排便外来
　診察　13:00～15:00

●もの忘れ外来
　水曜日　診察　13:30～

●泌尿器科専門外来
　診察　13：30～16：30
　水・木曜日完全予約制

●乳腺・呼吸器外科
　午後予約診

●緩和ケア外来
　完全予約制
※紹介状が必要です。

●眼科
※眼科のコンタクト外来は
　予約が必要です。

●皮膚科
　受付　13：00～15：00
　診察　月・金　13：30～

●禁煙外来
　隔週水曜日（予約制）
　診察　13：00～14：30
※禁煙外来は予約が必要です。

禁煙外来 １診 午後 ー ー 予 瀧谷/隔週 ー ー 診察　13:00 ～ 14:30.
完全予約制

健診センター 瀧谷/青木 瀧谷/青木 瀧谷 瀧谷/青木 瀧谷

医師の異動等の諸事情により、直前に担当曜日や担当医師が変更となることもありますので、詳細については各科にお問い合わせください。

Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

整形外科

１診

午前

予 林 初 交代制 初 林 初 交代制 ー
２診 初 木岡 ー 予 木岡 ー 初 木岡予

３診 予 峰 ー 予 峰 ー 初 峰

処置室１ 初 山下 ー 予 山下 ー
初 交代制.

山下/山川予

処置室２ 予 山川 ー 初 山川 ー ー

手外科外来 １診 午後 予 林 ー ー ー 予 林 予約制.
診察 13:00 ～ 15:00

小児科 １診
午前 向山 大石 立花 向山 大石

午後 向山 大石 立花 向山 大石 受付 13:30 ～ 16:00.
診察 14:00 ～

心臓外来 ２診 午前 ー ー 予 末永 ー ー

ワクチン外来 ２診 午後 ー 立花 ー 大石 向山 受付 13:30 ～ 16:00.
診察 14:00 ～

耳鼻いんこう科 １診 午前 応援医師 ー 応援医師 応援医師 ー
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総合内科
１診 午前 初 奥 初 平山 初 堀谷 初 橋本 初 青木達
２診 午前 初 交代制 初 交代制 予 交代制 初 交代制 初 交代制

消化器内科 １診 午前 予 枝川 予 吉田 予 阪中啓 予 田村 予 吉田 予約制

代謝内科
１診

午前
宮田 予 岸谷 宮田 予 廣峰 予 庭野

２診 ー 予 中尾 ー 予 中尾 ー

療養支援・フットケア １診 午後 ー 予 担当医 ー ー ー 完全予約制.
看護専門外来

呼吸器内科 １診 午前 予 河原 予 河原 予 藤田 予 藤田 予 御勢

循環器内科
１診

午前
初 桝野 初 小林 初 星屋 初 匹本 初 寒川

２診 星屋 匹本 寒川 星屋 桝野
３診 山本 ー 小林 山本 ー

ペースメーカー外来 １診 午後 ー ー ー ー 予 交代制.
第1,3週 完全予約制

腫瘍内科 １診 午前 － － 上田 － ー

外　科
１診

午前
嶋田 中井 交代制 坂田 前田

２診 ー 嶋田 ー 加藤 佐藤

排便外来 １診 午後 予 嶋田 ー ー ー ー 診察 13:00 ～ 15:00.
完全予約制
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脳神経外科
１診

午前
初 大饗 初 垣下 初 担当医 初 垣下 初 吉村 予約患者優先.

初診診察 10:00 以降開始

２診 予 垣下 予 吉村 ー 予 大饗 ー 完全予約制

もの忘れ外来 １診 午後 ー ー 予 大饗 ー ー 完全予約制

脳血管治療外来 １診 午前 ー 予 吉村 ー ー ー 完全予約制

脳ドック １診 午後 ー 予 垣下 予 担当医 ー ー 完全予約制

腫瘍内科 １診 午前 ー ー ー ー 予 磯本 予約制

泌尿器科
１診

午前
予 稲垣 予 平林 予 朴 予 平林 予 稲垣

２診 初 朴 初 稲垣 初 平林 初 稲垣 初 平林

女性泌尿器
１診 午後

ー ー 予 平林 ー ー 診察 13:30 ～ 16:30.
完全予約制

男性更年期 ー ー ー 予 平林 ー 診察 13:30 ～ 16:30.
完全予約制

リウマチ・膠原病科 １診 午前 ー ー 佐伯 ー ー

放射線科 １診
午前 角井 ー ー 角井 ー
午後 角井 ー ー 角井 ー

心臓血管外科 １診 午前 ー － 國本 － ー 診察 10:30 ～

乳　腺・
呼吸器外科

１診
午前 ー ー ー （乳）清井 （呼）平井 乳腺担当：清井 10：00 ～ 12：00

呼吸器担当：平井

午後 ー ー ー ー 予 （呼）平井
緩和ケア外来 １診 午前 ー ー ー ー 予 担当医

歯科口腔外科
１診 午前 初 田中 ー 初 家田 初 田中 初 家田 予約制

２診 午前 予 家田 ー 予 田中 予 家田 予 田中
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産婦人科

１診
午前 初 堀内 初 堀内 初 芝田 初 古川 初 古川

午後 ー 予 堀内 予 芝田 予 古川 ー

２診
午前 ー 予 古川 予 堀内 予 芝田 予 芝田

午後 ー 予 古川 予 堀内 予 芝田 ー

子宮がん検診 ２診
午前 ー ー ー ー 予 芝田

午後 ー ー 予 堀内 ー ー

眼　科
１診

午前 廣瀬 金 廣瀬 金 廣瀬 月曜・金曜
診察 9:30～

コンタクト外来 午後 ー ー ー 予 担当医 ー 完全予約制

皮膚科 １診
午前 ー 服部 応援医師 服部 ー 水曜日のみ受付

10:30 まで

午後 服部 ー ー ー 服部 受付　13:00 ～ 15:00.
診察　13:30 ～
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